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　「孫世代のための認知症講座」は 12 月 15 日、
西小学校で開かれました。本年度、町内全ての小・
中学校をめぐり認知症啓発を行ったキャラバン・
メイトが、6 年生の児童に認知症の説明や絵本の
読み聞かせを実施。児童たちは、認知症の人の気
持ちに寄り添うことや接し方などを考えました。

西小学校で認知症講座

んなに優しい金ケ崎町へみ

新たに認知症サポーターとなった児童たちとキャラバン・メイトら

富樫テイさん長寿祝品贈呈式

元気に迎える 100 歳
　富樫テイさん（東町）が 12 月
12 日、満 100 歳の誕生日を迎えま
した。秋田県で生まれたテイさんは、
故・清

せい
三
ぞう

さんと結婚。旧田老町の鉱
山で働く清三さんを支えながら社員
食堂で働きました。子 5 人、孫 9 人、
ひ孫 7 人に恵まれたテイさん。料
理が得意でラーメンのスープや焼き
肉のたれも手作りしていました。長
寿の秘訣はバランスのとれた食事。
週 3 回デイサービスに通いながら、
長女・佐々木照

てる
乃
の

さんの支えも受け、
元気に暮らしています。

12 月 13 日に行われた祝品贈呈式で笑顔を見せるテイさん（左）

祝

　町出身の高校生が企画した「ハッピークリスマス
2023」は 12 月 16 日、中央生涯教育センターで開
かれました。高校生と金中生が 6 つのアトラクショ
ンを用意し子どもたちを楽しませました。発起人の
佐藤 翔

しょう
太
た

くん（北上翔南高 1 年）は「子どもたち
の冬の楽しい思い出になれば」と願っていました。

町出身の高校生による自主企画

の楽しい思い出作りに冬

クリスマスリースの作り方を教える高校生（右）

友人との再会を喜ぶ参加者（左上、左下）、誓いの言葉を述べた 20 歳のつどい実行委員会
伊丹委員長（右上）、中学生時代の応援団 3 人が登壇し、参加者全員で校歌を歌った（右下）

金ケ崎町 20 歳のつどい

間と祝う 20 歳の門出
　金ケ崎町 2

は た ち
0 歳のつどいは 1月 7

日、中央生涯教育センターで開かれ
ました。対象者 252 人のうち120 人
が出席し、20 歳の門出を祝いました。
式典では伊丹 翔

しょう
哉
や

さんが「どんなに
辛く、悲しい出来事も、自分たちが成
長する糧として利用してしまおう、と
いう強い信念を持ち、これからの人
生を自信持って歩んでいく」と決意を
述べました。式典後は同実行委員会
による中学時代のスライドショーや恩
師との交流が行われ、参加者は旧友
との思い出話に笑顔が溢れました。

仲

　町環境講演会は 12 月 10 日、中央生涯教育セ
ンターで開かれました。環境カウンセラーなど複
数の肩書を持ち、テレビ番組などでも活躍する和
田由

ゆう
貴
き

さんを講師に招き、家庭でできる光熱水費
や食費の節約手法を紹介。省エネで財布と環境に
やさしい生活について分かりやすく伝えました。

金ケ崎町環境講演会

エネで財布と環境にやさしく省

節約の心得について説明する和田さん

　町消防団出初式は 1 月 7 日に行われ、団員
ら 183 人が役場前から町文化体育館までの道を
堂々と行進しました。式典では功績者 65 人 11
団体が表彰を受賞。千葉正

まさ
男
お

団長は「町民の安心・
安全の確保という使命の下、日々知識の習得と技
術の向上に励んでいこう」と訓示しました。

金ケ崎町消防出初式

民の安心安全守る決意新たに町

髙橋寛
かん

寿
じゅ

統監へ敬礼する千葉正男団長（中央）ら


